
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
榎
本
政
規
市

長
）
の
臨
時
総
会
が
５
日
、

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で

開
か
れ
、
平
成

年
産
米

26

の
生
産
調
整
の
配
分
を
決

め
ま
し
た
。

年
産
米
か
ら
設
定
し

24
た
配
分
方
法
に
基
づ
き
、

作
付
率
は
藤
島

・
３
％

64

か
ら
温
海

・
３
％
ま
で
、

58

年
産
と
比
べ
△
３
・
５

25％
～
△
０
・
８
％
と
な
り
、

減
少
率
で
は
藤
島
地
域
が

大
き
く
、
４
割
近
く
の
減

反
と
な
り
ま
し
た
。

年
産
米
の
全
国
の
生

26
産
数
量
目
標
は
前
年
比
26

万
㌧
（
３

・
３
％
）

減
の
７
６

５
万
㌧
。

県
内
に
は

１
万
５
６

３
０
㌧
（
４

・
２
％
）

減
の

万
８
５
７
０
㌧
、

35

う
ち
鶴
岡
市
に
は
２
６
９

８
㌧
（
４
・
５
％
）
減
の

５
万
７
４
７
１
㌧
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
面
積
換
算
は

４
４
２
㌶
減
の
９
９
３
５

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

配
分
方
法

年
産
米
か
ら
適
用
し

24
た
配
分
方
法
は
、

(

１)

均
等
配
分
に
つ
い
て
、

平
成

年
産
米
ま
で
段
階

28

的
に
作
付
率
を
全
市
一
律

と
す
る
。

（
２
）
傾
斜
配
分
は
、

①
大
規
模
加
算
（
Ｊ
Ａ
選

択
）
２
～
８
％

②
環
境
加
算
（
有
機
・
特

栽
）
２
％
ー
で
す
。

大
規
模
加
算
は
「
Ｊ
Ａ

等
が
選
択
し
た
場
合
」
と

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

が
選
択
し
て
い
ま
す
。

産
地
交
付
金

転
作
作
物
へ
の
助
成
で

は
産
地
交
付
金
を
見
直
し
、

①
基
本
助
成
を

㌃
あ
た

10

り
２
０
０
０
円
引
き
下
げ
、

１
万
円
か
ら
８
０
０
０
円

に
、

②
同
（
中
山
間
）
も
２
万

円
か
ら
１
万
８
０
０
０
円

に
し
、

③
振
興
作
物
助
成
を
２
０

０
０
円
増
額
し
て
１
万
２

０
０
０
円
に
し
ま
す
。

一
方
、
新
設
さ
れ
る
の

が
重
点
作
物
助
成
で
、

①
そ
ば
が

㌃
あ
た
り
２

10

万
円
、

②
枝
豆
（

㌃
以
上
）
が

25

３
万
円
、

③
ね
ぎ
（

㌃
以
上
）・
軟

10

白
ネ
ギ
が
４
万
５
０
０
０

円
で
す

加
算
措
置
の
見
直
し
で

は
、

①
団
地
加
算
が

㌃
あ
た

10

り
５
０
０
０
円
か
ら
１
万

５
０
０
０
円
に
、

②
大
区
画
化
団
地
加
算
が

新
設
さ
れ
２
万
円
に
、

③
輪
作
加
算
は
大
豆
に
限

定
さ
れ
１
万
円
、

④
そ
ば
の
排
水
対
策
加
算

は
１
万
円
か
ら
１
万
５
０

０
０
円
に
な
り
、
大
豆
と

枝
豆
・
ね
ぎ
等
に
も
５
０

０
０
円
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

備
蓄
米
助
成
の
見
直
し

で
は

年
度

㌃
あ
た
り

25

10

５
４
５
０
円
（
単
価
調
整

後
）
が
７
５
０
０
円
と
な

り
ま
す
（
単
価
調
整
に
よ

る
３
０
０
０
円
ま
で
の
減

額
あ
り
）。

加
工
用
米
・
飼
料
用
米

等
助
成
を
新
設
し
、

㌃
10

あ
た
り
１
万
２
０
０
０
円

で
す
。

直
接
支
払
交
付
金

麦
、
大
豆
に
つ
い
て
は

こ
の
他
に
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
（
３
万
５

千
円
）
と
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

の
面
積
払
（
営
農
継
続
支

払
）
２
万
円
と
数
量
払
が

あ
り
ま
す
が
、

年
度
か

27

ら
は
ゲ
タ
対
策
は
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
に
限
定

さ
れ
ま
す
。

大
豆
で
交
付
金
を
最
大

見
積
も
る
と
、
水
田
活
用

３
万
５
０
０
０
円
＋
輪
作

加
算
１
万
円
＋
排
水
加
算

５
０
０
０
円
＋
団
地
加
算

１
万
５
０
０
０
円
＋
大
区

画
団
地
加
算
２
万
円
＋
営

農
継
続
支
払
２
万
円
の
合

計

万
５
０
０
０
円
と
な

10
り
、
前
年
度
７
万
５
０
０

０
円
と
比
べ
３
万
円
増
額

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に

㌃
１
５
０
㎏

10

の
収
量
で
は
、
数
量
払
を

含
め
る
と
交
付
金
総
額
は

最
大
で

万
２
７
１
５
円

12

と
な
り
ま
す
。

2014年２月16日
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携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
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配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
2月 10人 17,950円
1月 31人 49,250円

平成26年産米に係わる地域別生産数量目標及び面積換算値
配分基準単 収　 

（kg／10a）
生産数量目標（トン） 面 積換算値（ha） 作付率（％）

H25 H26 H25 H26 増減 H25 H26 増 減 H25 H26 増減

A B ① ② ⑦ ⑧
③＝ 　 ④＝　　 ⑤＝　　 ⑥＝ 　　 ⑨＝　
②－① ①／A ②／ B ⑤－④ ⑧－⑦

鶴岡 602 601 23,964 3,981 65.622,842 3,801 62.9-1,122 -180 -2.7
藤島 608 607 14,001 2,303 67.813,295 2,190 64.3-706 -113 -3.5
羽黒 574 573 10,254 1,786 65.09,832 1,716 62.3-422 -70 -2.7
櫛引 591 589 6,787 1,148 64.46,505 1,104 62.0-282 -44 -2.4
朝日 552 551 3,228 585 64.63,090 561 62.0-138 -24 -2.6
温海 512 510 1,935 378 59.11,907 374 58.3-28 -4 -0.8

合計等 592 591 60,169 10,181 65.557,471 9,746 62.8-2,698 -435 -2.7
※本表は、慣行栽培を基準に作成しているものであり、減収カウント面積を含みません。

※作付率は、均等配分、傾斜配分を合算した率となります。

※県から示された換算面積9,935haと本表の換算面積の合計9,746haの差189haが減収カウント面積相当分となります。

水稲作付率の調整状況（参考値）2014.2.5市農業振興協議会

鶴岡 藤島 羽黒 櫛引 朝日 温海 全市

H23 65.5 68.6 64.4 63.5 64.1 55.4 65.3

H24 65.2 67.9 64.5 63.8 64.0 57.1 65.1

H25 65.6 67.8 65.0 64.4 64.6 59.1 65.5

H26 62.9 64.3 62.3 62.0 62.0 58.3 62.8

H27 62.7 64.0 62.6 62.4 61.9 60.0 62.8

H28 62.7 63.4 62.8 62.7 62.2 61.8 62.8

※１．本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率である。

※２．現時点での試算値であり、将来の県からの配分状況等により数値は変動する

大規模加算　　　　　　　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会

区分 平野部 中山間部
加算割合(％)

H24 H25 H26 H27 H28

区分Ａ 7～10ha - １ ２ ３ ３ ３

区分Ｂ 10～15ha 4～7ha ２ ４ ６ ６ ６

区分Ｃ 15～20ha 7～10ha ３ ６ ９ ９ ９

区分Ｄ 20ha～ 10ha～ ４ ８ １２ １２ １２

環境加算

加算割合(％) １ ２ ３ ５ ５



東
栄
地
区
町
内
会
の
３

役
合
同
研
修
会
が
８
日
、

東
栄
公
民
館
で
開
か
れ
、

藤
島
地
域
選
出
の
議
員
４

人
が
出
席
し
、「
総
合
交
付

金
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
、「
市

町
村
合
併
に
よ
り
縮
小
し

て
き
た
旧
町
村
の
行
政
力

を
補
う
も
の
と
し
て
、
住

民
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ

や
町
内
会
の
活
動
が
要
請

さ
れ
、
総
合
交
付
金
は
そ

の
た
め
の
支
出
と
な
る
も

の
」
と
述
べ
、
合
併
後
の

住
民
自
治
の
あ
り
方
を
追

求
し
、
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
を
支
え
る
職
員
の
待
遇

に
つ
い
て
改
善
を
求
め
て

い
く
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

大
雨
被
害
の
復
旧

テ
ー
マ
の
他
に
議
員
に

対
す
る
質
問
で
は
、
昨
年

７
月
の
大
雨
で
月
山

団
14

地
の
耕
作
者
が
道
路
の
通

行
止
で
困
っ
て
い
る
問
題

や
、
楪
地
内
の
除
雪
路
線

の
要
望
が
出
さ
れ
、
対
策

を
求
め
て
い
く
と
し
ま
し

た
。月

山

団
地
に
つ
な
が

14

る
市
道
大
坂
線
に
つ
い
て
、

東
部
建
設
事
務
室
で
は
、

「
昨
年
７
月

日
の
大
雨

10

で
、
斜
面
か
ら
の
落
石
等

が
あ
っ
た
の
で
、
関
係
者

以
外
通
行
止
と
し
た
。

そ
の
後
８
月

日
の
大

20

雨
で
路
肩
崩
壊
等
が
あ
り
、

通
行
に
危
険
な
こ
と
か
ら

全
車
通
行
止
と
し
た
。

し
か
し
、
月
山

団
地

14

の
耕
作
者
が
い
る
こ
と
か

ら
、
仮
復
旧
工
事
を
行
い
、

９
月
１
日
か
ら
軽
自
動
車

の
み
通
行
可
能
と
し
た
。

な
お
、
平
成

年
度
に

26

本
復
旧
工
事
を
行
う
予
定
」

と
の
こ
と
で
す
。

除
雪
路
線
の
要
望

楪
町
内
会
の
除
雪
路
線

要
望
で
は
、
東
部
建
設
事

務
室
は
「
集
落
間
を
つ
な

ぐ
市
道
楪
３
号
線
に
つ
い

て
は
、
幅
員
も
狭
く
吹
き

溜
ま
り
も
発
生
し
や
す
い

と
い
う
状
況
は
把
握
し
て

お
り
、
対
策
と
し
て
現
在
、

町
内
会
公
園
に
仮
設
式
防

雪
柵
も
設
置
し
て
い
る
。

北
側
へ
防
雪
柵
を
延
伸

す
る
こ
と
も
含
め
、
来
年

度
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

も
共
産
党
員
が
出
た
か
」

と
言
わ
し
め
、
周
平
宅
に

し
ば
し
ば
訪
れ
た
澤
田
勝

男
さ
ん
で
あ
る
。

澤
田
さ
ん
と
は
、

年
10

ほ
ど
前
、
共
産
党
文
化
後

援
会
で
招
き
、
周
平
の
講

演
を
い
た
だ
い
て
以
来
、

黒
川
能
取
材
案
内
な
ど
で

厚
誼
を
結
ん
で
き
た
。
前

夜
に
有
志
数
人
と
歓
談
の

夕
べ
を
楽
し
ん
だ
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
月
３

日
付
文
化
・
学
問
欄
、「
作

品
の
魅
力
・
優
し
さ
の
底

流
」
の
題
で
あ
る
。
教
え

子
で
鶴
岡
周
平
文
学
愛
好

会
代
表
萬
年
慶
一
さ
ん
が
、

「
震
災
や
原
発
事
故
、
被

災
地
、
地
方
は
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
昨
今
、『
人

の
痛
み
を
知
る
』
こ
と
に

こ
だ
わ
り
通
し
た
藤
沢
さ

ん
の
作
品
が
読
み
継
が
れ

る
よ
う
に
」
と
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
松
平
定
知
さ

ん
が
「
私
の
藤
沢
周
平
さ

ん
」
と
題
し
て
、「
癒
し
の

文
学
で
は
な
い
。
身
分
や

金
銭
に
関
係
な
く
、
一
生

懸
命
生
き
る
人
に
や
さ
し

く
、
敬
意
を
払
う
。
そ
の

視
線
が
共
感
を
よ
ん
で
い

る
」
と
記
念
講
演
し
た
と

い
う
。

ち
な
み
に
私
は
、
周
平

の
「
底
流
」
に
は
３
つ
の

「
哲
学
」
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
タ
テ
の
倫
理
か

ら
ヨ
コ
の
倫
理
へ
解
放
さ

れ
る
人
間
を
描
く「
哲
学
」、

政
治
を
人
間
的
に
捉
え
る

「
哲
学
」、
物
事
を
重
層
的

に
見
る
「
哲
学
」
で
あ
る
。

が
、
ヒ
マ
だ
か
ら
余
計
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か

ノ
ー
。

▼
第
３
勢
力
と
マ
ス
コ
ミ

に
作
ら
れ
た
人
気
で
あ
の

時
は
大
き
か
っ
た
け
れ
ど

自
民
の
補
完
勢
力
と
分
か

ら
れ
て
か
ら
は
、
小
さ
く

な
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

維
新
は
選
挙
で
オ
チ
た
ら

維
新
の
代
表
を
止
め
る
、

な
ど
と
オ
ド
シ
み
た
い
な

こ
と
を
言
っ
て
る
が
、
そ

れ
は
大
阪
市
民
と
は
関
係

な
い
こ
と
で
す
ヨ
。

▼
ま
た
市
長
に
な
っ
て
も

市
議
会
の
勢
力
範
囲
が
変

わ
ら
な
い
ん
だ
か
ら
サ
、

都
に
な
れ
る
わ
け
が
な
い

ん
だ
し
、
先
に
行
わ
れ
た

隣
の
市
長
選
挙
で
結
着
つ

い
た
と
一
般
的
に
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
。

▼
だ
か
ら
無
駄
な
金
と
時

間
を
使
い
、
市
政
の
空
白

を
つ
く
る
だ
け
だ
。
市
の

私
物
化
と
い
う
も
の
で
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
ゼ
。

▼
し
か
し
、
１
人
相
撲
で

終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

（
石
川
）

藤
沢
周
平
没
後

年

寒
梅
忌

17

―
作
品
の
魅
力
・
優
し
さ
の
底
流

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

大
阪
市
長
の
わ
が
ま
ま

こ
ん
な
わ
が
ま
ま
が
許

さ
れ
る
の
か
。
自
分
の
思

い
つ
き
で
市
の
財
政
か
ら

６
億
円
ほ
ど
を
使
う
こ
と

に
な
る
と
い
う
の
だ
。

▼
そ
ん
な
金
が
あ
る
な
ら

お
年
寄
り
の
施
設
な
り
保

育
園
を
つ
く
る
の
に
使
っ

た
ら
ど
ん
な
に
喜
ば
れ
る

か
と
思
う
も
の
を
、
た
か

だ
か
自
分
が
夢
想
し
て
い

る
都
構
想
が
ど
れ
だ
け
支

持
さ
れ
て
い
る
か
を
、
試

す
た
め
だ
と
い
う
の
だ
。

一
種
の
ク
ー
デ
タ
ー
だ
ゼ
。

小
泉
の
郵
政
選
挙
を
マ
ネ

し
た
な
ナ
。
コ
イ
ツ
。

▼
何
か
と
目
立
ち
が
り
屋

の
大
阪
市
長
が
、
市
長
を

辞
め
て
市
長
選
に
出
る
と

い
う
の
だ
。
市
長
の
仕
事

は
市
民
の
命
と
財
産
を
守

る
事
な
ん
だ
ゼ
。
ナ
ニ
を

遊
ん
で
い
る
ん
だ
。
マ
ジ

メ
に
ヤ
レ
ー
と
言
い
た
い

ネ
。

▼
何
か
の
選
挙
が
あ
る
度

に
市
長
の
仕
事
は
な
い
。

チ
ノ
ケ
で
走
り
回
っ
て
る

と
批
判
さ
れ
て
き
た
ん
だ

東
栄
地
区
町
内
会
の
３
役
合
同
研
修
会

「
総
合
交
付
金
」
や

災
害
復
旧
、
除
雪
路
線
な
ど

１
月

日
は
藤
沢
周
平

26

第

回
寒
梅
忌
で
あ
っ
た
。

15日
は
周
平
の
命
日
で
同

26じ
日
曜
日
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
、

４
０
０
人
余
り
の
フ
ア
ン

が
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

と
い
う
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

は
こ
れ
ま
で
、
地
元
の
周

平
研
究
者
松
田
静
子
さ
ん

に
依
頼
し
て
い
た
が
、
今

回
は
記
者
を
派
遣
し
取
材

し
た
。
そ
の
記
者
は
、
周

平
に
「
お
れ
の
一
族
か
ら
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